
『
土
芥
高
岡
記
』
成
立
前
史
、
及
び
そ
の
作
者
像
に
迫
る
一
考
察

藤
井
　
尚
恵

【
毛
利
氏
萩
藩
宗
家
と
そ
の
支
藩
関
係
に
つ
い
二

【
問
題
提
起
】

　
吉
川
氏
の
周
防
岩
国
藩
は
、
陪
臣
で
あ
る
た
め
江
戸
時
代
を
通
じ
て
大
名
の

待
遇
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
周
防
徳
山
藩
は
城
主
格
を
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
藩
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
清
末
藩
の
よ
う

に
支
藩
で
あ
る
長
府
藩
の
さ
ら
な
る
支
藩
が
誕
生
す
る
謂
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
を
『
土
芥
冠
摘
記
』
よ
り
探
っ
て
み
た
い

【
宗
家
か
ら
支
藩
へ
の
分
知
年
表
】

　
毛
利
の
両
川
と
云
わ
れ
た
吉
川
元
春
と
小
早
川
隆
景
は
毛
利
元
町
の
実
子
で

あ
る
が
、
吉
川
家
・
小
早
川
家
の
養
嗣
子
と
な
る
。
両
氏
は
元
就
没
後
も
父
の

遺
訓
を
守
り
、
甥
輝
元
の
補
佐
に
あ
た
り
、
「
毛
利
の
両
川
」
と
世
に
称
さ
れ
戦

国
武
将
の
鏡
と
仰
が
れ
た
（
年
表
・
系
図
参
照
）

【
　
『
土
芥
冠
燵
記
』
各
藩
の
大
名
評
価
】

一
五
　
松
平
（
毛
利
）
長
門
守
大
江
吉
就

　
　
従
四
位
下
侍
従
　
百
七
〇
頁

　
　
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
正
月
二
一
日
生
～
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

　
　
元
禄
三
年
時
二
三
歳

　
　
外
様
　
長
門
萩
藩
　
三
六
万
九
四
〇
〇
石

二
月
七
日
残

　
「
生
得
利
発
才
知
ニ
シ
テ
、
文
武
ノ
心
掛
ア
リ
ト
云
ヘ
バ
、
主
将
ノ
器
タ
リ
」

だ
が
、
し
か
し
吉
就
は
、
「
但
シ
利
発
過
ギ
タ
ル
ハ
足
ラ
ザ
ル
ト
同
ジ
」
「
外
聞

ヲ
思
ヒ
テ
学
ヲ
好
ム
、
是
学
者
ノ
似
者
也
」
、
「
威
ア
ル
ニ
任
セ
テ
猛
ク
、
人
使

ヒ
稠
シ
ク
家
人
恐
レ
テ
親
シ
マ
ザ
ル
ハ
、
更
二
君
子
ノ
徳
二
非
ズ
」
と
人
物
評

価
は
辛
口
。

　
「
利
過
称
タ
ル
ハ
、
必
ズ
利
ヲ
貧
ル
心
出
来
シ
テ
、
家
ヲ
滅
ス
事
ア
リ
」
と

し
、
遠
く
は
武
田
勝
頼
、
近
く
は
加
藤
明
成
の
例
を
提
示
す
る
。

一
〇
九

毛
利
甲
斐
守
大
江
綱
元

従
四
位
下
　
四
三
六
頁

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
一
二
月
二
三
日
生
～
宝
永
六
年
（
一
七
一
一
）
三
月
一

日
残
　
元
禄
三
年
時
四
一
歳

外
様
　
長
門
長
府
藩
　
五
万
石

　
「
生
得
悠
然
ニ
シ
テ
行
跡
一
元
」
「
文
武
ノ
心
掛
有
テ
、
道
ヲ
行
フ
故
二
、
自

然
ト
家
民
無
為
二
治
ル
事
、
発
明
利
弁
ノ
徳
備
ル
故
也
」
と
善
将
と
し
て
評
価

さ
れ
る
。

一
二
三
　
毛
利
日
向
守
大
江
元
賢

　
　
従
五
位
下
　
四
六
一
頁

　
　
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
六
月
一
四
日
生
～
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
五
月
二
一

　
　
　
日
残
　
元
禄
三
年
時
二
一
歳

　
　
外
様
　
周
防
徳
山
藩
　
三
万
石

　
幼
少
に
て
家
督
を
継
ぐ
（
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
）
。
本
文
に
行
跡
が
載
っ

て
い
な
い
の
で
評
論
難
い
と
あ
る
。
本
文
で
は
、
父
就
隆
の
世
、
寵
臣
山
下
数

馬
を
波
沙
羅
の
不
坪
者
と
非
難
す
る
が
、
評
説
で
は
元
賢
の
家
老
を
「
幼
主
ヲ

蔑
如
シ
逆
威
ヲ
振
ヒ
、
奢
修
甚
シ
キ
故
二
家
士
悪
ム
之
ヲ
疎
ミ
」
と
、
山
下
よ

り
劣
る
と
評
価
す
る
。

二
二
〇
　
毛
利
権
三
郎
大
江
ノ
元
平

　
　
　
無
官
　
六
六
四
頁

　
　
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
＝
月
一

　
　
九
日
殻
　
元
禄
三
年
時
一
七
歳

一
日
生
～
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
九
月
一
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外
様
　
長
府
清
末
藩
　
一
万
石

　
利
発
に
見
え
る
が
、
若
年
で
行
跡
定
め
難
し
。
父
回
合
は
、
「
文
武
ヲ
学
バ
ズ
、

歌
道
ヲ
好
ム
。
行
跡
寛
然
ト
シ
テ
、
家
民
ヲ
恵
ミ
心
意
静
カ
ナ
リ
シ
」
と
善
将

評
価
。
ま
た
本
文
で
「
先
君
ノ
仕
置
等
下
底
モ
替
ズ
、
執
行
ス
ル
故
二
家
民

　
　
　
　
共
二
静
誼
也
」
と
あ
り
「
老
臣
奢
ズ
シ
テ
、
忠
節
ヲ
励
ム
ベ
シ
」
と

評
価
す
る
。

【
毛
利
家
に
お
け
る
主
藩
・
支
藩
関
係
】

　
毛
利
家
の
支
藩
分
知
体
制
は
、
輝
元
を
始
点
と
し
て
一
門
を
形
成
し
て
い
る

が
、
吉
川
家
は
陪
臣
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
一
門
と
し
て
認
め
ら
れ
、
藩
を
構

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
元
就
の
遺
訓
を
守
り
、
臣
と
し
て
主
君
に
「
諌
言
」

し
、
家
の
盛
立
を
怠
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
加
藤
明
成
の
悪
例
酷
評
】

　
毛
利
吉
就
の
段
で
、
「
言
過
ギ
タ
ル
ハ
、
必
ズ
利
ヲ
貧
ル
心
出
来
シ
テ
、
家
ヲ

滅
ス
事
ア
リ
」
と
し
、
悪
例
と
し
て
登
場
す
る
加
藤
明
成
つ
い
て
、
酷
評
さ
れ

る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

《
改
易
ま
で
の
経
緯
》

　
父
嘉
明
時
代
か
ら
の
家
臣
堀
主
水
は
、
明
成
に
事
あ
る
ご
と
に
仕
置
に
つ
い

て
諌
め
を
行
っ
た
故
、
主
従
問
は
不
和
で
あ
っ
た
。
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）

四
月
一
六
日
、
堀
主
水
は
、
武
装
し
て
三
〇
〇
余
名
を
率
い
て
若
松
を
出
奔
。

寛
永
一
七
年
主
水
は
、
幕
府
へ
訴
え
た
が
、
寛
永
一
八
年
三
月
二
一
日
家
光
は
、

「
主
水
の
訴
は
道
理
が
あ
る
が
、
初
め
に
兵
を
挙
げ
て
出
奔
し
放
火
で
橋
を
焼

い
た
こ
と
は
君
臣
の
礼
を
失
い
、
国
家
の
大
法
を
乱
す
」
と
し
、
非
と
裁
決
し

た
が
、
二
五
日
、
明
成
に
「
主
水
ら
の
訴
訟
を
懇
ろ
に
尋
問
裁
決
し
て
汝
に
賜

る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
藩
政
の
鑑
と
な
る
よ
う
に
処
罪
せ
よ
」
申
し
渡
す
（
『
徳

川
実
紀
』
・
史
料
一
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
即
日
明
成
は
、
主
水
を
斬
り
捨
て
る
。

《
加
藤
家
・
改
易
》

＊
寛
永
二
〇
年
改
易
（
石
見
一
万
石
明
成
息
子
・
明
友
が
賜
る
）
さ
れ
る
が
、

　
「
会
津
鑑
（
巻
之
八
）
・
御
改
易
御
寝
繋
之
条
々
」
（
史
料
二
）
か
ら
、
五
ケ

　
条
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

＊
明
成
の
治
世
で
、
石
高
と
免
を
上
げ
年
貢
の
収
取
を
強
化
し
た
結
果
、
百
姓

　
逃
散
が
集
団
的
に
起
こ
っ
た

《
そ
の
人
物
像
》

　
明
成
の
人
物
像
と
し
て
「
勇
猛
果
敢
」
、
「
好
学
厳
正
」
で
深
い
素
養
を
備
え

て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
（
横
田
俊
益
年
譜
よ
り
）
、
気
性
の
激
し
い
頭
の

切
れ
る
個
性
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

【
「
y
芥
逡
雌
記
」
に
み
る
主
従
関
係
に
つ
い
て
】

　
加
藤
明
成
の
一
件
は
、
『
土
芥
冠
灘
記
』
で
は
大
名
悪
例
と
し
て
提
示
さ
れ
、

人
物
評
価
の
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
土
芥
冠
無
記
』
に
は
、

主
従
関
係
に
お
い
て
、
主
側
の
「
土
芥
」
視
を
禁
じ
、
臣
か
ら
の
諌
言
を
き
き
、

民
に
恩
沢
を
渡
ら
す
こ
と
が
「
仕
置
」
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

［
武
田
家
遺
臣
と
井
伊
家
に
つ
い
て
］

【
問
題
提
起
】

　
『
土
芥
冠
雛
記
』
一
一
一
頁
に
突
然
現
れ
る
『
人
ハ
城
人
ハ
石
垣
人
ハ

堀
情
ハ
味
方
離
ハ
敵
ナ
リ
』
に
つ
い
て
。

　
こ
れ
は
、
武
田
信
玄
の
御
寄
で
あ
り
、
「
名
言
」
と
し
て
後
世
の
私
達
に

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
史
料
三
）
。
何
故
、
こ
の
歌
が
『
義
経
軍
歌
』

に
続
き
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
武
田
信
玄
の
子
・
勝
頼
は
、
『
土

芥
冠
離
記
』
「
謳
歌
評
説
」
で
、
非
難
さ
れ
、
悪
例
と
し
て
登
場
頻
度
が
高
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い
。
　
加
え
て
、
一
七
番
目
に
登
場
す
る
井
伊
直
興
（
一
七
八
頁
～
一
八
二
頁
）

で
は
、
「
八
田
金
十
郎
（
史
料
四
）
」
始
め
と
す
る
大
坂
の
陣
で
の
戦
功
者
の

子
孫
た
ち
の
不
遇
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
点
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
を
考
察
し
て
み
た
い
。

【
井
伊
家
　
元
禄
期
ま
で
の
年
表
】

　
初
代
直
政
の
時
代
に
、
遠
江
国
井
伊
谷
に
二
三
代
続
き
、
ま
さ
に
絶
え
よ
う

と
し
て
い
た
井
伊
家
の
正
統
を
、
徳
川
家
康
の
命
で
継
ぎ
再
興
。
そ
こ
か
ら
家

康
に
命
が
け
で
仕
え
と
い
わ
れ
、
一
六
回
出
陣
し
て
一
度
も
敗
れ
た
こ
と
な
く
、

常
に
先
陣
を
受
け
賜
わ
る
。

【
『y
芥
冠
離
記
」
井
伊
直
興
の
評
価
】

一
七

井
伊
掃
部
頭
藤
原
直
興

従
四
位
下
侍
従
　
一
七
八
頁

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

元
禄
三
年
時
　
三
六
歳

譜
代
近
江
彦
根
藩

三
月
六
日
生
～
享
保
二
年

三
〇
万
石

（
一

ｵ
一
七
）
四
月
二
〇
日
残

　
「
謳
歌
評
説
」
で
は
、
直
興
を
ま
ず
始
め
に
「
俵
姦
邪
曲
之
意
地
ナ
シ
ト
云

ヘ
バ
、
先
ズ
善
将
」
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
「
本
文
」
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

記
述
は
、
直
興
に
優
位
の
方
向
で
修
正
さ
れ
、
評
価
展
開
さ
れ
る
特
長
を
も
つ
。

例
と
し
て
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

〈
本
文
v

↓
　
　
識
歌
評
説
〉

＊
「
文
道
之
事
口
無
其
沙
汰
。
武
道
ヲ
専
ラ
ト
シ
：
・
」

↓
諏
ノ
適
法
沙
汰
ナ
キ
ラ
難
ト
ス
ベ
キ
敷
。
然
し
ド
モ
武
道
ラ
専
ラ
ト
挙
ベ
レ

べ
、
員
ブ
中
、
＼
文
モ
誌
覧
し
り
ぐ

＊
祖
父
掃
部
頭
直
孝
時
代
か
ら
直
興
に
至
る
ま
で
の
軍
用
金
寺
田
に
つ
い
て

↓
憲
用
金
葦
用
意
・
ン
、
私
用
、
ご
不
用
婁
、
武
之
塾
キ
故
也
。
夫
名
筆
・
ン

　
ト
ミ
ヘ
ド
モ
、
如
斯
類
へ
雲
叢
ズ
ぐ

↓
蕃
直
岐
ミ
リ
寝
、
よ
ミ
リ
テ
、
蚕
へ
下
、
＼
名
ラ
」
顕
ベ
ン
タ
ル
蟄
之
種
タ

　
ル
故
こ
、
其
ノ
心
掛
ダ
粛
列
也
e

＊
家
業
拝
借
願
に
つ
き
暇
出
の
件
で
、
「
但
シ
此
ノ
球
面
薔
馬
事
ア
ル
ニ
ヤ

↓
緊
：
勝
手
不
如
意
ζ
付
テ
拝
借
ラ
願
ヒ
タ
ル
泌
明
巳
ナ
レ
ベ
、
罪
ζ
テ
罪
ナ
ラ

　
ズ
e

↓
聖
釈
老
無
智
故
、
＼
、
主
看
之
悪
名
ラ
出
ス
。
識
㌔
＼
不
忠
ト
謂
可
シ
大
勢
之
事

　
ナ
し
べ
、
外
ミ
大
逆
之
罪
有
リ
ケ
ル
、
＼
ヤ
。
内
証
ラ
知
ラ
ザ
レ
ベ
、
＼
偏
、
＼

　
ハ
難
ジ
方
夕
・
ン
e

↓
、
八
由
金
十
・
靴
ラ
始
ト
・
ン
テ
、
夫
竣
合
戦
、
＼
敵
将
ヲ
、
討
取
リ
、
首
N
ラ
徳
町
タ
ル

　
」
者
之
至
孫
多
シ
K
晃
祖
之
忠
勤
、
＼
智
シ
テ
召
下
鋒
璽
町
勢
ナ
ル
、
＼
、
・
大
勢
、
追
出
－

　
之
事
、
天
下
之
誹
リ
吐
ノ
＼
箏
、
＼
有
り
・
ン
」

＊
美
女
寵
愛
に
つ
い
て

↓
㌔
今
之
世
之
人
、
上
下
こ
不
限
、
女
舅
色
不
好
人
、
平
人
、
＼
＼
人
モ
ナ
・
ン
。

　
然
レ
ペ
強
、
＼
、
誹
り
難
・
ン
。
・
：
風

【
本
文
と
謳
歌
評
説
と
の
人
物
批
評
の
違
い
に
つ
い
て
】

　
井
伊
直
興
（
直
該
）
は
、
延
宝
六
年
に
徒
党
し
た
家
臣
を
追
放
す
る
（
史
料

五
）
。
そ
れ
が
何
を
今
更
と
も
い
え
る
二
〇
年
後
の
元
禄
一
〇
年
に
、
延
宝
六
年

の
仕
置
を
反
省
し
た
上
、
そ
の
際
の
処
分
を
撤
回
し
再
度
召
上
て
い
る
（
史
料

六
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
ま
た
、
井
伊
家
は
幕
府
組
織
の
要
職
を
務
め
る
家
柄
だ
け
に
、
『
土
芥
冠
離
記
』

で
「
謳
歌
評
説
」
を
行
っ
た
人
物
（
筆
者
）
も
井
伊
直
興
と
い
う
人
物
を
意
識

し
た
結
果
が
、
「
本
文
」
と
「
謳
歌
評
説
」
の
評
価
相
違
を
引
き
起
こ
し
た
と
考
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え
る
。【

武
田
家
遺
臣
と
『
落
陽
軍
鑑
一
、
井
伊
家
と
の
関
係
】

　
次
に
『
土
芥
冠
離
記
』
に
「
利
過
労
タ
ル
ハ
、
必
ズ
利
ヲ
貧
ル
心
出
来
シ
テ
、

家
ヲ
滅
ス
事
ア
リ
」
の
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
「
武
田
勝
頼
」
に
着
目
し
、
武

田
家
滅
亡
後
の
武
田
家
臣
団
と
井
伊
家
と
の
問
の
被
官
関
係
、
及
び
武
田
家
遺

臣
が
残
し
た
『
玉
響
軍
鑑
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

《
『
b
陽
軍
鑑
』
と
武
田
家
遺
臣
》

　
　
『
甲
三
軍
鑑
』
は
、
高
坂
弾
正
が
勝
頼
の
側
近
に
宛
て
た
体
裁
を
と
り
作
成

さ
れ
、
巻
三
～
六
で
は
、
国
を
滅
ぼ
し
、
家
を
破
る
国
持
大
将
を
四
分
類
す
る
。

一
．

n
鹿
な
る
大
将
：
・
自
惚
れ
が
強
く
、
人
を
見
る
目
が
な
い
大
将

二
．
利
根
過
ぎ
た
る
大
将
：
・
利
害
打
算
に
鋭
敏
な
大
将

三
．
臆
病
な
る
大
将
：
・
女
の
よ
う
な
性
格
の
弱
い
大
将

四
．
強
す
ぎ
た
る
大
将
・
：
弱
み
を
き
ら
い
、
武
略
な
ど
の
智
恵
を
働
か
せ
る
こ

　
と
を
も
弱
み
と
し
て
嫌
う
大
将

↓
こ
れ
ら
の
理
解
は
、
戦
国
期
に
形
成
さ
れ
、
武
田
家
滅
亡
の
現
実
で
強
く
自

　
覚
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
将
の
理
想
像
を
短
所
に
視
点
を
置
き
、

　
否
定
的
に
捉
え
て
い
く
手
法
は
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
も

　
あ
る
。

＊
武
田
家
滅
亡
後
そ
の
家
臣
は
、
織
田
・
徳
川
の
家
臣
と
し
て
被
官
さ
れ
て
い

　
く
が
、
徳
川
に
被
官
さ
れ
た
家
臣
の
一
部
は
、
井
伊
家
へ
と
被
官
さ
れ
て
い

　
く
経
緯
が
あ
る
（
史
料
七
）
。

＊
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
編
著
者
は
、
小
幡
景
憲
が
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
（
1
）
。

　
小
幡
家
は
井
伊
家
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
『
徳
川
実
紀
』
元
和
六
月
の
条
に
、
景

　
憲
は
徳
川
家
に
御
家
人
加
え
ら
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
（
史
料
八
）
、
ま
た
山
鹿

　
素
行
の
軍
学
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

再
度
召
上
を
行
っ
た
。
こ
の
一
件
に
お
い
て
、
二
〇
年
と
い
う
長
い
時
間
経
過

の
な
か
で
、
処
分
を
受
け
た
家
臣
の
何
人
か
は
既
に
死
亡
し
て
い
た
り
、
隠
居

し
て
い
た
り
す
る
状
況
を
考
え
る
と
、
直
興
が
こ
の
意
思
決
定
を
す
る
根
拠
は
、

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
疑
問
に
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
『
土
芥
髄
鞘
記
』
を
読
ん
だ
か
、
聴
聞
し
た
か
、
何
ら
か
の
形
で
接

触
し
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
の
大
名
評
価
に
つ
い
て
の
捉
え
方
に
当
り
、
「
善
将
」

像
に
自
ら
を
投
影
す
る
形
で
と
ら
れ
た
上
の
行
動
と
捉
え
る
と
、
然
り
か
考
え

る
。　
　
『
土
芥
冠
強
記
』
は
、
当
世
の
大
名
全
般
を
見
据
え
評
価
し
て
い
る
。
作
者

及
び
編
纂
者
な
ど
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
、
三
代
上
の
祖
父
、
父
の
代

か
ら
の
藩
政
・
人
物
像
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
時
代
を
経
た
評
価
も
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
幕
府
組
織
の
中
枢
に
近
い
所
で
作
成
さ
れ
た
と
考

え
る
。
譜
代
大
名
の
評
価
が
、
外
様
よ
り
も
比
較
的
高
く
現
れ
て
い
る
こ
と
も
、

そ
う
考
え
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

『
山
口
県
の
歴
史
』

『
国
史
大
辞
典
』

『
甘
言
軍
鑑
』

『
藩
史
大
事
典
』

『
彦
根
市
史
』

『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
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【
作
者
像
に
迫
る
一
考
察
】

井
伊
直
興
（
直
該
）
は
、
延
宝
六
年
に
徒
党
し
た
藩
士
を
追
放
し
た
が
、
そ

の
二
〇
年
後
の
元
禄
一
〇
年
に
、
そ
の
仕
置
を
反
省
し
た
上
、
処
分
撤
回
し
、

〔
1
〕

田
中
義
成
「
甲
陽
軍
鑑
考
」
（
『
史
学
会
雑
誌
』
第
一
四
号
、
一
八
九
一
年
）
。
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